巻頭言 by unknown
巻
頭
言
文
化
創
造
学
科
紀
要
第
7冊
目
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
文
化
、
文
学
、
語
学
、
メ
デ
ィ
ア
、
社
会
を
含
む
学
科
の
特
色
を
反
映
し
て
、
様
々
な
専
門
分
野
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
本
学
科
は
、
日
常
的
に
異
な
る
専
門
研
究
の
交
流
が
あ
り
、
多
く
の
示
唆
を
得
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
も
自
分
で
決
め
た
専
門
以
外
の
科
目
を
学
ぶ
機
会
が
多
く
、
卒
業
論
文
の
ゼ
ミ
で
も
、
環
境
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
、
多
様
な
テ
ー
マ
の
学
生
同
士
、
発
表
を
通
し
て
知
識
を
広
げ
て
い
る
よ
う
だ
。
知
識
の
広
が
り
は
自
信
を
育
み
、
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
、
課
題
を
自
ら
考
え
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
学
生
や
、
創
作
表
現
の
科
目
で
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
履
修
す
る
学
生
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
授
業
で
の
効
果
で
は
、
た
と
え
ば
文
学
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
接
点
が
見
ら
れ
る
。
『
時
事
新
報
』
の
付
録
「
文
藝
報
」
は
、
通
常
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
文
学
関
係
の
資
料
と
し
て
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
広
告
の
資
料
と
し
て
も
価
値
が
あ
る
。
内
容
は
第
1号
で
見
る
と
、
1面
2面
が
西
洋
の
帽
子
の
話
題
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
、
近
刊
英
書
紹
介
な
ど
、
文
化
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
女
性
向
け
の
読
み
も
の
だ
。
『
時
事
新
報
』
は
、
明
治
15年
3月
1日
、
福
沢
諭
吉
が
編
集
主
幹
と
な
り
不
偏
不
党
を
掲
げ
て
創
刊
さ
れ
、
経
営
的
に
広
告
収
入
を
重
視
し
た
新
聞
だ
が
、
「
文
藝
報
」
は
、
本
紙
と
同
じ
体
裁
で
明
治
39年
5月
20日
第
1号
を
刊
行
し
約
3年
半
毎
週
配
布
さ
れ
た
。
各
号
に
「
本
誌
は
時
事
新
報
讀
に
限
り
無
代
呈
し
單
に
本
誌
の
み
を
分
賣
せ
ず
」
と
い
う
付
記
が
あ
る
の
で
、
新
た
な
新
聞
購
読
者
増
を
ね
ら
っ
た
戦
略
の
た
め
の
オ
マ
ケ
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
広
告
と
い
う
と
Ｃ
Ｍ
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
な
学
生
に
「
文
藝
報
」
を
示
せ
ば
、
今
も
販
売
戦
略
に
使
わ
れ
る
オ
マ
ケ
が
、
す
で
に
明
治
に
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
の
発
想
の
新
鮮
さ
を
理
解
し
、
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
の
意
義
も
感
じ
る
だ
ろ
う
。
「
文
藝
報
」
の
現
物
が
見
ら
れ
る
の
は
近
代
文
庫
を
持
つ
本
学
だ
か
ら
こ
そ
な
の
だ
が
、
保
存
さ
れ
て
い
る
雑
誌
、
新
聞
、
図
書
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
古
い
資
料
の
存
在
を
認
識
す
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
学
際
的
な
発
想
で
の
授
業
展
開
は
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
（
太
田
鈴
子
）
